
新規受託項目
謹啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素は格別なご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

この度、下記項目につきまして、検査の受託を開始致しますのでご案内申し上げます。

 謹白

No.2011-1   Date 2011•1

項　目　名

● 抗 RNAポリメラーゼⅢ抗体 （依頼コードNo.2198）

 受託開始日　2011 年 2 月 1 日（火）受付分より

受託要領 依 頼 コ ー ド No. 2198
統 一 コ ー ド 5G087-0000-023-023
検 体 必 要 量  血清  0.2m
検 体 の 保 存 方 法 冷蔵
採 取 容 器 B－1 →　S－1
測 定 方 法 EIA法
基 準 値 28.0 未満
単 位 なし (Index 値 )
報 告 範 囲 5.0 未満～150.0 以上
報 告 桁 小数第1位
報 告 日 数 2～8日
検査実施料 / 判断料 170点 / 144点 ( 免疫学的検査 )

【測定方法の参考文献】　掛川真弓，他：医学と薬学，64(2)：295-299，2010．

Index 値 判定
28.0 未満 （－）

28.0 以上 50.0 未満 （±）
50.0 以上 （＋）

●判定基準

　全身性強皮症(Systemic Sclerosis：SSc)は皮膚硬化のほか、内臓にも病変が現れる疾患で、皮膚硬
化範囲からびまん型 (diffuse 型 ) と限局型 (limited 型 ) に分類されます。
　皮膚硬化が広範囲におよび肺線維症を伴うびまん型では抗トポイソメラーゼⅠ抗体(抗Scl-70抗体 )、
内臓病変が少なく比較的軽症の限局型では抗セントロメア抗体などの自己抗体が検出されます。
　抗RNAポリメラーゼⅢ抗体は、びまん型の強皮症に特異性が高く、他の自己抗体と共存する例が少な
いこと、陽性例で強皮症腎クリーゼを高率に併発することなどから、全身性強皮症の診断補助や治療方
針決定に際し、有用な情報を提供します。

資料、お問い合わせは担当者または最寄りの営業所までお願い致します。

本 社：〒 007-0867 札幌市東区伏古 7条 3丁目 5番地 （011）787-2111　　FAX.（011）787-2191


